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実践論文
教科の関連性 を活かした学びのデザインか らよ りよ く生きる力を育む
～図画工作科の可能性をさぐる実践から～
福井大学教育地域科学部附属小学校 渡 邉 淳 子
小学校教育は,人 間形成の大事な土台の部分である。小学校の6年 間で,未 来を切 り開く意志をもち,
生きる力の土台をしっか り育むことが大事である。本研究は,「生きる」ことをテーマに,教 科の関連性
を活か した授業実践研究である。その統合的単元のなかで,図 画工作科が果たす役割,可 能性をもさぐっ
ていきたいと考えるものである。





































































A生 き方:偉 人の生き方やこれか らの自分の生き方に
ついて考えるという内容がふくまれるもの。













































































人体の芯材 ・紙粘土 ・台の板材 ・背景の板材
各自が必要と思 うものを用意
(布・アル ミ箔 ・リボン ・包装紙 ・毛糸 ・段ボール ・
ス トロー ・割 り箸…など)












































最後 に,背 景 をつ けること}1
で よ り思い に寄 り添 う表現が
で きるよ うに した。背景の扱
い はそれぞれで,2面 ～3面
構成で立 ち方 は,そ れぞれの
思い によるところで ある。 【図4】3面 構成
② 道徳のね らいか ら
・自信 をもって 自分の思い を表 出,表 現 させ ること
の大切 さに気づ く。
・友達の思い を大切 に見守 る。
③ 総合学習のね らいか ら
・キャ リア教育の視点 に立 ち,自 分の将来 に夢 をも





を知 り,仕事への興味をもち面白みを感 じた りした。 し
か し,その反面,仕 事の難 しさや大変なことがあること




















































































(3)図 画工作科 ・国語科 ・道徳の 関連
『イ ロ トリど り一夢』発表会(1時 間)
この授業 は,3つ の教科のマ ッチ ングの1時 間で ある。
関連性 をもたせた3つ の教科で1時 間 をデザイ ンす るこ
とによって,子 ども達の学び をよ り,深 く凝縮 したか っ
たか らで ある。全ての集大成 と して,真 剣 に語 り合い,
真剣 に聴 き合 うことで新た な学び と生 き方 を手 に入れて
ほ しか ったか らので ある。
この時間 に至 るまで には,道 徳の時間 に 「生 きる」
ことについて考 える1時 間 をもった り,日 常的 に心









0作 品鑑賞の振 り返 り
0ス ピーチの振 り返 り
皿 道 徳
⊂)Dreamcomestrue!
～ 夢 を か な え る に は ～
(低学年からの感想)
・本物み たいにつ くってあってす ごかったです。 ぼ く
もあん なに上手 につ くりたいです。





















解 して進める楽 しい鑑賞活動をベースに,生 き方を
みつめる道徳へとっないでいくことにした。
イ 回 トIJぜ 例 じ一夢■一 一i匿麹i会 幽
てコ日U






S1:み ん なが細かい ところまでみ て くれ て
いた こ とが うれ しか った です。
S2:い ろんな感想 が届 いていて思いが伝 わっ
た のが うれ しか った です。
S3:ど の学年 も感想 を書いて くれ ていて何 歳
でも共通 に通 じ合 える何 かが伝 わってい
る と分か りま した。
S4:思 いが伝 わって うれ しかったTさ んの発
言に付 け加 えなんです けど,思 いが伝 わっ
てもっ と夢 に向かって,が んば りたい と
思い ま した。
T思 いを伝 えるだけでな く,リ ター ンがあ
るのが うれ しい よね。
い る。大事だ と思 うポイ ン トを絞 って考 え,め あ
て を意識 させた。子 ども達か ら出された めあて は
以下の よ うで ある。
届 ける側
・一番伝 えたい ことを強調す る。
・声の大 きさを変 える。
・伝 えたい ことは何度 も繰 り返す。
・た とえなどを入れ る。
・詳 しく分か りやす く例 を挙 げる。
受 け取 る側
・相手 に分か るよ うに うなつ くとか反応す る。
・質問す るといい。
・自分の意見 も伝 えて あげるといい。





































【図8】 フォー メー シ ョン
(授業の様子から)
S1:僕 はテ レビに出る歌 手です。初 めはテ レビ
に出て派手なかっこうするのが嬉 しい と思っ
てたんだけ ど,こ の間お楽 しみ会 で歌って
みんなか ら手拍子 とかも らって,そ した ら,
こ うや ってみ んなの笑顔 をみていて,心 を
癒せ るよ うにな りたいなあって。 あ と,こ
の作 品のお客 さんを見てほ しいんだけ ど,
これい ろんな人 がいて外 国人 とか宇 宙人ま
で … 宇宙人 なんてふ ざけて るって思 う
だ ろ うけ どそ うじゃな くて,ほ ん とに宇 宙
の果 てまで僕 の歌 を聴 きに来 て くれ る人が
い た らいいなあって思 って。 自分 に足 りな
い こ とは中途 半端 だって こと。 ちゃん と最
後 まで努力 して,み んな も僕 がテ レビとか
でてたら,こ の人,小 学校の時の同級生でっ
て言 って応援 して。僕 も歌でみんなの こと
を応援す るか ら。
S2:ほ ら,こ のお 客 さんの顔 が一つ一つ違 うの
わか る。


























































全員の語 りを終える と,メ ンバーチェンジを行 う。
それぞれが作 品をもって移動 し,新 しい メンバー と
語 り合 う。作 品をつ くってい るときの グループ とは
変わ るので,新 鮮み もあ り,ま た新 しい視点 をもっ
た友達が加わ り,盛 り上が る。
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A子:(作 晶の背景 を指 しなが ら)
これ飛行機 に見 える?
C1:飛 行機 に見 える。
C2:新 幹線 にも見 える。
A子:英 語 は難 しいけ どかんば らなあかん。 それ
に中国語 なんか も入 りそ うじゃない。 ア ン
ニ ョンハセ オ とかの韓 国語 とかいろい ろと
対応 しない といけない。
C3:い ろんな人 が乗 って くるものね。
A子:お 客 さんの中にはむかつ く人 もい るか もし


















そ して,作 晶に託 した子供たちの夢が,単 なる
憧れでないことが本当によく伝わってくる。12
歳の彼 らが,本気で将来の夢 と向き合い,大 人に
なった未来の自分 とも対話 しているのである。





H国 語科 ・図画工作科の展開 につ いて
《ハーベス トタイ ム》
作 品鑑賞の観点 と国語科の 「話す ・聞 く」の観点 をも
とに,振 り返 りを行 う。
Cl:こ れ までに こうや って しゃべった り反応 した り
す るこ とを学んだんだけ ど,考 えて言 うことが
苦手 で,今 日(の 時間で)こ うやって整 理 して
話す こ とが分 か りま した。
C2:緊 張 して声の大き さとかは よかった と思 うんで
す けど,問 の取 り方 とか相手が 「う一ん」 と思っ
ている ときに もしゃべって しまって,そ こをこ
れ か ら気 をっ けたい と思 いま した。
Tと い うことは,相 手の反応 も見 ることがで きる
と間の取 り方 も ト手 にできる とい うこ とかな。
C3:伝 えたい思いが,テ ーマが結構重かったので,
夢 は作家 なんです け ど,本 屋 でぼ くの本 を見か
けた ら買って くだ さいみたいな ソフ トジ ョー ク
も入れ られ る とよかったな と思 いま した。




















T自 分 の話 し方 で国語 的な面か らこ うい う点が課
題 になったな,こ うい う点が うま くい った な と
い うこ とを発表 して くだ さい。
(授業の様子より)
T夢 をかなえるためには どうした らいい と思 う?
C1:あ き らめない こととめん ど うくさが らない こと
です。
C2:あ き らめないで,先 生 も言って るけ どでき るだ
けの努力 をす る,そ の時の 自分の精一杯 を出す
こ と。
C3:小 さな 目標 か らこつ こつ とや ってい く。
C4:中 途 半端 はや める。
C5:小 さい子 が言 うみたいなんですけ ど,だ らだ ら
せず にてきぱき と時間を使 うこ と。
C6:中 途 半端 をや める ことと似 て るけ ど,継 続す る
こ と。
Tあ なたの好 きな言葉 ある じゃない。何?
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C6:継 続 は力 な り。
C7:計 画 を立てて行 うこ と。
C8:頭 をよ くす る,提 出物 を さっ さと出す ことをが
ん ば りたいです。(笑)
C9:も っ と頭 をよ くす る。
C10:夢に近づ くために,自 分 のまだ足 りていない こ
とをちゃん と知 るこ と。
T:難 しい言葉 で言 うと,己 を知 るだね。
Cll:頭を鍛 える ことも大事 だけ ど,こ れ か ら挫 折す
るこ ともあるだろ うか ら,心 も鍛 え ることが大
事だ と思い ます。
(「今 それ言お うとした。」 の声。)
C6:い ろい ろな人 と関わって,そ のいろいろな人か
ら学 んだ り,何 かもっ と先 に行 ってい る人や 上
に行 っている人 か らもいろいろな ことを教 えて
も らう。(な るほ どの声)
Cl2:宿題 をや るこ とと似 てるんです け ど,自 分 のや
るべ きこ とを全 てや るこ と。
Cl3:私は,実 践 できる ことは実践 して,で き ること
を増や してい くこ と。 …
の を静か に感 じていた。
最後 に,卒 業生 を送 る会で踊 った 「イ ロ トリ ドリ」の
歌 を,子 ども達 は頬 を紅潮 させ なが ら力強 く歌 って踊 っ
た。ま さ しく,ま だ青い若者のエネル ギー は教室い っぱ
い にあふれ 出 した。その満 ち足 りた熱い空 間の なかで,
自分の成長 と友達の成長 を心か ら喜び,味 わ うかの よ う
に。そ して,自 分の 向か うべ き道 を見失わ ない よ うに,
確か めるかの よ うに。
私 は,担 任 とい う立場 を超 えて,い つ まで も,い つ ま
で も未来へ歩み 出す子 ども達へ,心 か らのエール を送 り







自分 の言葉 を探 し,ふ りしぼ りなが ら,選 んで何
とか伝 えよ うとい う思 いの熱さに私は胸 が打ち震 え
るのを感 じま した。 こんなに も,必 死で前向きに生
きよ うとす る12歳の子 ども達。 まだ12年とい う短
い時間の 中で,こ んなに もた くさんの ことを考 え,
生 きて きたのです。 そ して,何 より,ま だ さらに よ
りよい生 き方 を 日々求め ようとしてい る…夢の実現
に向かって どう生きた らよいのか,自 分を しっか り
と見つ めている子 ども達の底 力 とエネルギー とひた
む きさ を感 じた,熱 い熱 い一時 間。(最 後 に私 の夢
も伝 えた くな り,私 も思 い切 って伝 えま した。)夢
を 目標 に変え,夢 の実現のために,お 互いにがんばっ
てい くことを誓い,み んなで 『イロ トリ ドリ』を歌っ
て踊 りま した。 その子 ども達に,私 は明 るい未 来を
感 じ,幸 せ をかみ しめるこ とができま した。
あ りが とう,み んな。 そ して,一 生忘れ ない,み
んな のこととこの授業 のこ と…。
次か ら次へ と,あ ふれん ばか りの子 ども達か らの,心
の声がみん なの心 に届 けられた。その一人一人の心の声
を聴 く一人一人がまた,素 晴 ら しか った。みん なが うな
づ き,そ れぞれの言葉 を温か く,ま た厳 しく重 く受 け止
めていた。誰 もがみん なの夢の理解者で あ り,応 援者で
あった。強 く前 向きに生 きる同士 になっていた。
「Dreamcomestrue」一 ここで私 は,卒 業担任 と し
て,夢 をつかむ ことについての メッセー ジを伝 えた。思
い を伝 えることは,教 師で も同 じで ある。教師の願いや
思い を素直 に伝 えることで子 ども達 は何か を感 じ取 って
くれ る。そ う信 じて,い つ も私 は心か らの メッセー ジを
届けてい る。そ して,あ の とき一,私 の熱い思いは伝 わっ
た と信 じる。力強 く生 きてい こ うとす る子 ども達の これ
また熱い思い も感 じることがで きた ことで,私 の使命 は








・他 の人 のス ピーチは,話 す 中心があってそれについ
ての内容 を話 した り,問 いかけを した りして とて も
分 か りやす かったです。
・発表 に大切 なこ とは,自 分 だけの世界に入 らず,み
んなにも投 げかけて,よ り深 く考えて もら うことだ
と今 回の時間で学び ま した。
・ 「伝 える」 って こんなに難 しいのだ と分か りま した。
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言葉 ってす ごい と感 じま した。
・自分 がただただ話す のはお もしろ くないので,工 夫
をた くさん しま した。 問いかけを人れ た り,あ こが
れてい る人の言葉 を入れた り,言 葉 の説 明をした り,
とがんば りま した。 このス ピーチのおかげでス ピー
チ のお も しろ さ楽 しさを学び ま した。
・最初 に夢 を言 わず あえて,「戦争 とは何 か」 と問い
かけを した ところです。 問いかけで始 まって後で夢
を言いま した。 じらし作戦です。他 にもソフ トジ ョー
クを言 った りしま した。
・最初 は書 きもせず,何 も見ないでス ピーチでき るか
心配 にな りま した。 で も,頭 の中で整理 して話 す順
序 を決 めて言 うこ とができた のでよかった です。
・聞 く側 になって よかった点は,反 応 を変 えて,う な
ず き,あ いつ ち,言 う人 の 目を見て,を 心がけ るこ
とができた点 です。
・ぼ くはこの 『イ ロ トリどり一夢』 でや っ と話 す楽 し
み を理解す るこ とができま した。 とって も楽 しかっ
た し,自 分 の作 品をみ んなにア ピール できたので よ
かった です。
【道徳的な観点か らの感想】
・い ろんなス ピー チを聞いてそれ ぞれ の夢 についてみ
んない ろいろな思 いがあって,私 も自分 の夢 をかな
えたい と思 いま した。み んな尊敬す る人物や な りた
い とい う具体 的な理 由があって とて もいいな と思い
ま した。 …
・…緊張 はもちろん したけ ど,み んながサポー トして
くれた ので 「楽 しい」 と感 じるこ とができま した。
・これ か らは相手 の ことも頭 に入れ てス ピーチを した
い と思 いま した。 そ して,相 手に思いを伝 えるのは
難 しいけ ど,思 いを伝 える ことは生きてい く中で大
切 なこ となのでがん ば りたい と思い ま した。
・み んな人 それ ぞれ夢 は違 うけ ど口標 に向かってい る
のはい っ しょです。 自分 の夢 をかなえ るために,苦
手 なものを得意 になっている ようにできた らいいな
と思い ま した。
・自分 も将来 の夢 に向かってた くさん努 力す るし,友
達 にも将来 の夢 に向かってがんばっていってほ しい
です。
・でも話 し始 める とみ んなが 「うん,う ん」 と聞いて
くれ るので,た くさん語 って語 って…そ うしてい る
問に時 間が過 ぎて しまいま した。語 るとみんな 口が
キラキラ していて,そ の くらいその夢 にあ こがれて
がん ばってい るんだな と思 いま した。私 もがんば り
ます。
・この授業 では1つ のテー マでいろいろな額縁 をはめ
て考 えるこ とができたので よかったです。 卒業す る
まで にた くさん深 く考 え られた し,友 達 とも絆 を深
め られ たので,よ かったです。 両方届け る側 も聞 く
側 も優 しさがない といい発 表会はできなかった と思
いま した。 これ も協力 しないとできないもので した。
・人 の話 を聞いている と 「この子は こ うい うところが
いい とこだなあ」 と思った り自分にも活かそ うと思っ
た りしま した。
・夢 につ いて こんなに深 く考えたのは初めてで,改 め
て 自分 の夢 が知れ た気 が しま した。 も う一つ この授
業 で思 った ことは夢 をかなえたいな ら,こ つ こっが
んばっていかなけれ ばいけないな と実感 しま した。
ぼ くはまだ,自 分 に足 りない ところがあ るのでそ こ






業以外の普段の目常生活,先 生と子どもとのや り取 り
が何 となくわかるような不思議な感覚でした。それく










図画工作科 は,小 学校教育の なかで は,今 大切 にされ
てい るとは言い難い現状 にある。その理 由の一つ には,
生 きてい くの に,本 当に必要 な教科 なのか とい うことに
ついての答 えが不 明確だか らで あるか らか も しれ ない。
先 日,テ レビで,横 井庄一 さんの28年間のサバイバル生
活の ドキュメンタ リー を拝見 した。そ こには,私 の予想
に反 して,単 にアメ リカ軍か ら逃 げるだ けで はない も う
一っの生 き方が あった ことに少 なか らず驚いた。それ は
「ものづ くり」 に依 る 日々だ った とい うこ とだ った。 も
の をつ く り出す ことが即 ち生 きる 目標 とな り,明 日に命
をつ なぐ動機 にな り,生 きるとい う使命 にな り,結 果的
に命 をつ ないだので ある。そ こと連動 して考 えてい く と
とて も自然 な形で図画工作科の可能性が見 えて くるので
ある。
また,小 学校教育 にあって は,細 か な点の集合 によっ
て成 り立ちが ちな学習 を,一 連の意味づ けによって くく
ると理解 が しやすい。そ うい う形 で学習を積 み重ねれば,
育つカ もよ り確実 なもの となる。で あるな らば,図 画工
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作科 に新た に課せ られた役割 も見 えて くる。それ は,各
教科のテーマの共有部分 を図画工作科 によって一っ にす
るとい うコーデ ィネーター的な役割である。そのコーデ ィ
ネー トの視点 はま さに 「ものづ く り」で あ り,創 造す る
楽 しさは 「生 きる力」の原点で あることに気づいて もら










































また作品鑑賞の視点から言えば,作 品を 「好 き」 「嫌
い」あるいは 「上手」「下手」などの短絡的な観点で見
るだけでは,本 当の作品を見る楽 しさは分か らないのか
もしれない。確かに,色 と形のメッセージか ら作品を味
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